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緒言

世界中で 何百万人 もの思春期の 若者が ､ 性感染症や 望まな い妊娠 とい っ た リプロ ダク

ティ ブヘル ス 上の 問題 を抱えて い る ｡ 特 に日本で は, 近年 ､ 思春期の 若者にお ける性感

染症や 人工妊娠中絶が増加し､ 公衆衛生上の 重大な 問題 にな っ て い る
｡

性交渉時 の コ ン ド ー ム使用 は､ 性感染症や望まな い妊娠を予防する 方法と して有効な

方法で ある ｡ しか し
､ 日本で は , 思春期 の 若者 へ の コ ン ド ー

ム 使用 を高める教育は不 十

分 で ある ｡ また ､ そ の ような教育が行われた場合で も教育効果 は小 さい ことから ､
コ ン

ド ー

ム 使用 を勧め るだけで は ､ 性感染症や 人工妊娠中絶を減らす こ とは十分期待で きな

い o そ の ため ､ 思春期 の若者 へ の包括的な性教育を勧め て い く上 で ､ 性交渉開始時期を

遅らせ る ことが ､ 重要な役割を果たす と考え られ る ｡

ブロ ンフ ェ ン プレンナ
-

の エ コ ロ ジカル シス テムセ オリ ー に基づ く社会生態学的ア

プロ ー チ は, 思春期の 若者の行動変容を促し ､ 予防行動に繋が ると考え られて い る ｡ そ

の 社会生態学的視点の 中で ､ 性交渉開始時期 を遅 らせ る要因と して ､ 米国をはじめとす

る 西欧社会で は ､ 親 の モ ニ タリ ングに注目した研究が行われて きた ｡ しかし ､

.
そ の研究

結果は ､ 米国と日本にお ける 親の養育様式､ 家族構造 ､ 経済状態等の違 いから ､ 日本の

思春期 の若者に 当て はまる か どうか疑問で ある ｡ さらに母親 と父親 の モ ニ タリ ン グを分

けて ､ 子 どもの性行動との 関係を測定 した研究は､ 数少ない o また ､ 日本の女子高校生

は
, 母親か ら生理 に関する 助言を受けて い る と報告は され て はい る が

､ 娘の 生理 に対す



る母親の モ ニ タリ ン グと性交渉経験 に関係が あるか どうか の研究は , 今の と こ ろ公表さ

れて いない ｡

そ こで
､ 本研究で は , 社会生態学的視点の概念枠組み の 中で ､ 母 親と父親の モ ニ タリ

ン グが高校生の性交渉経験と関係があるかどうか を検証し 性交渉開始時期を遅らせ る

プロ グラム作成 へ の 提案を述べ た ｡

対象及 び方法

本研究の対象は ､ 日本の東北に位置する某県の 北部地区 にある 2 1 全日制高校か ら無

作為抽出した 1 6 校の うち ､ 学校長の許可が得られた 9 校に通う 1 年生が対象で ある ｡

そ の対象2 47 9 名の う ち ､ 2 2 24 名が調査の説明を受け ､ そ のう ち親 と本人か ら調査の 同

意が痔られた 2 19 名が最終的に調査に参加 した｡

調査方法は ､ 無記名自記式質問紙を用 い ､ 2 00 4 年 1 2 月 - 20 05 年 3 月 に実施した ｡ 調

査項目 は､ 高校生が 認識 した母親と父親の モ ニ タリ ン グ､ 娘の 生理 に対する母親 の モ ニ

タリ ング､ 母親との性 に関する 会話､ 仲間内の性行動に関する規範 , 仲間との 性 に関す

る会話, 学業成績 , 性交渉経験の有無､ 社会経済的属性な どで あっ た ｡ 母親と父親の モ

ニ タリ ングは ､ ス モ
ー ルが 開発 した ペ ア レン タル モ ニ タリ ン グス ケ ー ル を日本語に翻訳

し
, 使用 した｡ そ の ペ アレン タル モ ニ タリ ン グとは 1 0 項目か らなり ､ 子 どもの 日常生

活を どの くらい親が知 っ て い る のか と い う知識を 5 段階尺度 で測定して い る ｡ 日本語に

翻訳 された モ ニ タリ ン グス ケ ー ル の 内容的妥当性は ､ 親子 関係の研究を専門として い る

日本の心理 学者により確認された o また ､ そ の 質問項目の構造 は､ 主成分分析 にて , 内

的整合性は ､ ク ロ ンバ ッ ク α にて検討 した ｡ 娘 の 生理 に対す る母親の モ ニ タリ ン グは ,

今 まで に既存の ス ケ
ー

ルが ない こ とか ら､ 女子高校生 に行 っ た母親と性に関する会話の

調 査や思春期の性 に関わ る医療専門家か らの情報を参考 にして ,
2 項目か らな る娘の 生

理 に対する母親の モ ニ タリン グス ケ
ー

ル を作成した ｡

デ
ー

タ分析は , 母親 と父親の モ ニ タリ ン グ及び娘の 生理 に対する 母親のモ ニ タ リン グ

と性交渉経験の 関係を粗オ ッ ズ比で示 した後 ､ 男女別 の 分析を行 っ た ｡ さ らに多変量 ロ

ジス テイ ク回帰分析にて ､ 社会生態学的視点の概念枠組みの 中にある変数を調整 し､ 親

の モ ニ タリ ン グと性交渉経験 との関係を検討した ｡ そ の 回帰分析の 結果は, 母親また は

両親と暮らす男女生徒 ､ 父親 また は両親と暮らす男女生徒 ､ 母親 また は両親と暮らす女

子生徒､ 父親または両親と暮らす女子 生徒ごとに､ A dju st e d O d d s R ati o ( A O R) と 95 %

C o nfid e n c e I nt er v al( C I) で示 した o 男子 生徒の 多変量ロ ジス テイ ク回帰分析は ､ 分析ケ
ー

ス が足りな いた めに行えなか っ た｡

結果

分析は ､ 性交渉経験 の記載 の なか っ た女子生徒 1 名を除いた 21 8 名に つ い て行 っ た ｡

そ の属性は ､ 女子 生徒が 1 57 名 (72 % ) ､ 普通科 の 生 徒は 16 0 名 (73 % ) ､
16 歳の生



徒は ､
1 94 名 (89 % ) だ っ た ｡ 両親と暮らす生徒は 19 5 名 (89 % ) ､ 母親と暮らす生徒

は 17 名 (8 % ) ､ 父親 と暮らす生徒は 6 名 (3 % ) だっ た ｡

高校生 の認識 による親の モ ニ タリ ン グの特徴 として は , 母親の モ ニ タリン グは ､ 男子

生徒より も女子 生徒の ほ･うが有意に高い値を示 したが ､ 父親の モ ニ タリ ングの値 で は､

男女差はなか っ た ｡ また ､ 母親 の モ ニ タリ ン グは父親 の モ
.
ニ タ リン グと有意に正 の相関

関係があっ た( r s = o ｡5 7; P 〈O .0 1) が ､ 母親の モ ニ タリ ン グは父親の モ ニ タリン グよりも有意

に高い値 を示 した .

多変量ロ ジス テ イ ク回帰分析の結果から ､ 母親の モ ニ タ リ ン グを高く認識して いた女

子 生 徒は , 低く 認識 して い た 女子 生 徒よ り も性交渉 を しな い 傾向が有意 に あ っ た

( A O R = 3 ･ 1 7; 9 5 % CI =[1 .0 1 - 1 0 ,0 1】) o 粗オ ッ ズ比､ 男女別の 分析 ､ 多変量ロ ジス テイ ク回帰

分析の 結果におい て ､ 父親の モ ニ タリ ングと男女生徒の性交渉経験との 関係は ､ 有意で

はなか っ た ｡ そ の 男女別 の 分析結果 の粗オ ッ ズ比に は違 い が あり､ 男子 生徒にお け る

9 5 % cI は広 い 範囲 で あ っ た( 男子 生徒 : C O R - 3 . 8 9 ; 9 5 % C I -[0 .4 2 - 3 5 .8 6] , 女子 生 徒 :

C O R = 1 ･4 7 ; 9 5 % CI = [0 .5 3 1 4 . 05]) o 粗オ ッ ズ比と多変量 ロ ジス テイ ク回帰分析の 結果 では ､

娘の 生理 に対する 母親の モ ニ タ リ ングと女子 生徒の性交渉経験との 関係は有意 でな か

っ た ｡ 多変量ロ ジス テイ ク回帰分析の 結果か ら､ 母親と性 に関する会話を多くして い る

生 徒 は , 会 話 が 少 な い 生 徒 よ り も 性 交 渉 す る 傾 向 が 有 意 に あ っ た

(A O R = 0 ,5 1;9 5 % C I =[0 . 2 8 - 0 .9 2]) ｡ 粗オ ッ ズ比､ 男女別の 分析 ､ 多変量 ロ ジス テイ ク回帰

分析すべ て の結果 にお い て , 仲間内の性行動に関する規範が高い 生徒は ､ 低い生徒より

も性更渉を しな い 傾向が有意にあ っ た ｡ 母親または両親 と暮らす生徒､ 父親または両親

と 暮 ら す 生 徒 で は ､ そ れ ぞ れ A O R - 4 ･75; -9 5 % CI -【2 ･ 0 8 - 1 0 ･83】 と A O R = 4 .2 7;

9 5 % C I =【1 .8 5 - 9 . 8 8] で あ っ た .

考察

本研究の主 な知見は ､
3 点で ある｡ 第 1 点目として , 母親の モ ニ タリ ングは, 女子生

徒の 性交渉を遅らせ る要因と示 唆され た ことである ｡ 第 2 点目と して ､ 母親との 性に関

する会話は､ 男女生徒の早期性交渉と関連する ことが有意に示 唆された ことで ある ｡ 第

3 点目 として ､ 仲間内の性行動に関する 規範は , 男女生徒の 性交渉経験 を遅らせ る 強い

要因と示 唆され た ことで ある ｡

本研究で は ､ 女子生徒が認識する母親の モ ニ タリ ン グが ､ 女子生徒の性交渉経験を遅

らせ る要因となりう る ことが明らか になっ た ｡ 思 春期の 若者の性交渉経験に関する多く

の 先行研究で は , 母親の モ ニ タ リン グと父親の モ ニ タリ ン グを明確 に分けずに測定した

もの が多く , 中には親以外の女性の 保護者を含めて , 親の モ ニ タリ ン グとして 測定して

いた o その ために ､ 母親, 父親, 親以外の保護者, どの モ ニ タ リン グが影響を与えて い

る のか 明らか で はなか っ た
o 本研究で は ､ 母親 と父親の モ ニ タリ ン グを分けて測定した



こと によ り､ 母親の モ ニ タリ ン グが女子生徒の性交渉経験と関連する要因で あ る ことが

明らか とな っ た ｡

一

方 ､ 父親の モ ニ タリングは ､ 性交渉の 開始時期と関連が見られなか っ た｡ しかし､ 男女

別 の 分析では ､ 男子生徒における9 5 % C I が広 い 範囲であっ たことや男子生徒 の分析数が少

ないことから､ 父親 の モ ニ タリングと男子 生徒 の性交渉経験の 関係がないと断定はできない ｡

今後､ 分析数を増やして ､ 父親の モ ニ タリングと男子生徒の性交渉経験の 関連を調査する必

要がある｡

本研究の 限界と して ､ 調査校の偏り と調査参加率の低さが挙 げられ る｡ 調査参加者は ,

普通科 に所属する 生徒に偏っ て い た ｡ また ､ 本人 と親か らの 同意 を得られた 生徒で あ っ

た こ とか ら ､ 親子関係が比較的良い参加者だ っ たと考え られ る｡ しか し､ 親の モ ニ タリ

ン グの値 で は､ 天井効果を示すはど高 い値 へ の偏りはなく ､ 性交渉経験率は, 先行研究

とほ ぼ同じ結果で あっ た ｡ こ の よう な結果か ら考え ると , 参加校や調査参加者の偏りに

よ っ て , 親の モ ニ タリ ングと性交渉経験の 関係は過大評価され て はいな い と推測され る ｡

今後の 課題と して は ､ 母親の モ ニ タリ ン グが どの くらい女子 生徒の 性交渉を遅 らせる

の か ､ そ の影響力を測定するた めに , 縦断研究 にて 評価する必要がある ｡ また ､ 親の モ

ニ タ リ ン グが男子生徒の性交渉を遅らせ る効果がある か どうか を確かめる ため に は､ 十

分なサ ン プルサイズでさ らに調査を行う必要が ある ｡ 母親との 性に関する会話が早期性

交渉 と関係が ある ことを解釈するた めには ､ 因果関係を明らか にする縦断研究 を行う必

要が ある｡

結論

本研究で は , 母親の モ ニ タ リン グと仲間内の性行動の規範は､ 思春期の 女子 の性交渉
開始時期を遅らせ る 防御要因にな る ことが示唆され た｡ 社会生態学的な視点か ら､ これ

らの要因を有効に使い ､ 性交渉開始時期を遅 らせ る プロ グラム を作成する こ とは ､ 思春

期 の若者 へ の 包括的な性教育に役立 つ と考えられる ｡
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